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　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
が現在も世界中で猛威を振るっています。
５月25日をもって緊急事態宣言が全都道
府県で解除されましたが、県外移動の自粛
要請や「withコロナ」というキャッチフレ
ーズの誕生など、現在も依然として生活に
大きな影響が出ています。日本薬学生連盟
は４月に薬学生を対象にアンケート調査を
実施して現状を聞きましたが、今回は医
療系学生まで対象を広げて再調査を行い
ました。あれから４カ月が経過した現在、
医療系学生は現状をどう捉えているのでし
ょうか。
　今回は薬学部の学生だけでなく医学部や
看護学部などの学生にもご協力いただき、
128人から回答を得ました。また、各大学
で行われている感染予防への取り組みや、
それぞれが感じる現状や将来に対する様々
な不安を聞きました。アンケート調査は、
アジア医学生連絡協議会（AMSA Japan）、
国際医学生連盟日本支部（IFMSA-Japan）、
日本国際保健医療学会学生部会（j a i h - s）
の会員の皆さんの協力を得て、７月21日
から８月５日まで実施しました。

　はじめに、▽現状に対する危機感を
持っているか▽今後状況はどう変化す
ると考えるか▽三密（密閉・密集・密

接）を避けた行動をとっているか――
について聞きました。
　危機感を感じている学生は128人中

103人で、全体の80.4％（前回比8.8
ポイント減）でした。緊急事態宣言が
全国で発令された前回調査より低くな
ってはいますが、依然として多くの学
生が現状に対して危機感を感じている
ようです。このアンケート調査を行っ
た期間が、ちょうど東京都内で感染者
が急増した時期と重なったことも関係

があるかもしれません。
　図２は特に回答数が多かった医学
部、薬学部、看護学部別の危機感の
感じ方を示したグラフです。危機感
について学部間での差は見られませ
んでした。三密の回避に対する意識
も学部間での差異は見られませんで
した。

　続いて、緊急事態宣言発令時と比べ
て不要不急の外出の頻度がどう変化し
たかを聞きました。
　危機感を感じている学生と、感じて
いない学生の間で不要不急の外出の
頻度に関して違いはあまりなく、む
しろ危機感を感じている学生のほう
が不要不急の外出の頻度が増えてい

る傾向があるという結果が得られまし
た。
　大学によっては対面での試験や実習
が行われているところもあり、それに
伴い久しぶりに再会した友人との外出
など、不要不急の外出をするようにな
った学生が増えているのではないでし
ょうか。

８割が「危機感あり」

危機感は感じるも増える外出
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図１　三密と現状に対する危機感について

図２　学部による危機感の違い

図３　現状への危機感と不要不急の外出頻度について
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